
プラスチック資源循環の今後の方向性

神奈川県主催「プラスチックの資源循環推進のためのオンラインセミナー」
2025年2月3日
CLOMA事務局
柳田康一
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UNEP Single-Use Plastics : A Road Map for Sustainability, 2018 

・紙：紀元前3000年～
パピルス

・鉄：紀元前1500年～
ヒッタイト

・1950以降に生産された
プラスチック83億トン
63億トン廃棄

   9％リサイクル
 12％焼却、熱利用

 79％自然界
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ライフスタイルの変化とプラスチックの普及



【短所・欠点】
・燃えやすい
・UVに弱い  添加剤で解決
・帯電しやすい

【活用例：容器包装】
・様々な形状・構造

 ボトル/チューブ/袋

・輸送・保管に優れる
・内容物保護

 水分/酸素/香料バリア

・加飾性に富む
・大量生産に適する

プラスチックの特性と普及の特徴

飲料PETボトルは共通仕様＆回収ボックスで顕著な成果
～リサイクル率86％（2021）：PETボトルリサイクル推進協議会HP～
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【長所・利点】
・加工しやすい
・軽い 比重0.9～1.4（ガラス2.5、アルミ2.7）

・摩耗しにくい
・水や油、薬品に腐食されにくい
・複合化しやすい（多層フィルム、異材質複合）
・着色しやすい
・安価 複雑な構成で多様な機能を実現し

多くの産業分野（建築、自動車、家電、
食品包装、日用品など）で活躍

反面、複雑さがリサイクルし難さに直結



技術革新の恩恵とリスク

化石資源・化石燃料   

プラスチック

人々は快適な生活を手に入れるためにさまざまな技術や商品を生み出してきた。 しかし、すべてのものに光
と影があるように、活用対象や活用方法の拡大にともない、負の影響が顕在化することになる。

アスベスト

フロン PCB ※ポリクロロビフェニル

1955耐火建材⇒1975じん肺

1928冷媒⇒1985オゾン層破壊 1954絶縁油⇒1973強毒性

DDT ※ジクロロジフェニルトリクロロエタン

1939殺虫⇒1962沈黙の春

1700代産業革命・・・ ⇒1992リオサミット

1945第2次世界大戦後・・・  ⇒2015エルマウサミット
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1960代プランテーション・・・   ⇒2001RSPO
パーム油   



EU「使い捨てプラスチック流通禁止指令」2021/7/3施行
・綿棒の軸
・カトラリー、皿
・ストロー、マドラー
・風船の棒
・発泡ポリスチレン製の一部の製品（カップ、食品・飲料容器）
・オキソ分解性プラスチック製のすべての製品

異なる措置を適用 →3R徹底
・漁具
・使い捨てのビニール袋
・ボトル、すぐに消費される飲料や食品の容器
・小包や包装紙
・タバコのフィルター
・衛生用品、ウェットティッシュ など

日本
「プラスチック製買物袋有料化実施ガイドライン」 2020/7施行
「プラスチック資源循環促進法」2022/4施行

↑PCB、DDTなどの有害物質

プラスチックポイ捨て ⇒粉砕（波、UV）
⇒化学物質吸着 ⇒魚介摂食 ⇒捕食

景観劣化、衛生被害、漁業被害
生物多様性劣化、健康被害

海洋プラスチックごみ問題

マイクロプラスチック 5mmΦ以下
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プラスチック汚染国際条約交渉 INC₋5



プラスチックに係る世の中の動き

・ 1955～ 高度経済成長
大量生産・大量消費・大量廃棄
不法投棄、埋立処分場逼迫

・1995 容器包装リサイクル制度
 ３R推進・拡大生産者責任
焼却・熱回収

・2008 京都議定書約束期間
・2015 SDGs
・2015 パリ協定 

・2019 大阪ブルーオーシャンビジョン
・2020 EUサーキュラエコノミー計画
・2021 バーゼル法改正 
・2023 資源自律経済戦略（日本）
・2023 プラ汚染の国際条約交渉

プラスチックを取り巻く環境変化に並走

一般社団法人プラ循環利用協会「2019年度プラスチック製品の生産・廃棄・再資源化・処理処分の状況」

日本型サーキュラーエコノミーの構築

環境省資
料
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３Ｒ＋サーマルリサイクル



・設立 2019年1月18日
・会長 澤田道隆 花王
・会員 159社・団体 →512（2025/1）

リサイクル、化学、製紙、成形加工
食品・飲料・トイレタリー製造、流通

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
・活動概要

2019年6月   CLOMAビジョン公開
狙いと活動原則

2020年5月   CLOMAアクションプラン公開
中長期目標と活動計画

2023年7月 未来デザイン作成
日本型CEへのアプローチ

2024年7月 Circular30by30構想
未来デザイン具現化計画

2019年、一般消費者向け商品のサプライチェーン
を担う企業が中心となり、クリーン・オーシャン・マテリ
アル・アライアンスCLOMAは設立された。

海洋プラスチックごみ問題の解決に向けては、既に
滞留しているプラスチックを回収するとともに、新たに
流出させない取り組みが必要となる。

CLOMAでは、日本の産業界がこれまで培ってきた
技術やノウハウを持ち寄り、官民連携で3Rと代替
素材のイノベーションを加速、プラスチックの循環利
用を徹底することで、消費者や社会とともに海洋に
流出するプラスチックごみのゼロ化を目指す日本
発のソリューション＝ジャパンモデルを世界に発信し
ていく。

CLOMA 設立趣意と活動概要
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CLOMA 貢献するフィールド

海洋からの回収
貢献領域

滞留量 1.5億トン New Plastic Economy(エレンマッカーサー財団)

世界のプラスチック生産量
3.2億トン/年
（Plastics Europe）

海洋への流出防止

化学原料

分別・回収

プラスチック リサイクル

焼却・埋立
流出量 800万トン/年

・３Ｒの深化・推進
・代替素材の活用

回収プラ
リサイクル

使用
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商社・コンサル

政府

NGO

ファイナンス

工業会

リサイクラー
・再生材製造:10%

ブランドオーナー
・製品設計:19%

リテーラー
・販売、店頭回収:2%

生活者

自治体
・分別回収

・ESG投資

・制度設計、国際交渉

・業界標準化
・分別廃棄
・ポイ捨て防止

容器メーカー
・容器開発:22%

CLOMA会員
連携先

原料メーカー

・システム設計

・素材開発:18%

機械メーカー

・機械設計

研究機関

・調査、啓発

・共同研究

CLOMA バリューチェーンを基本とした取り組み

埼玉県
東京都
愛知県
大阪府
和歌山県
広島県
佐賀県

仙台市
会津若松市
川崎市
横浜市
大阪市
神戸市
和歌山市
北九州市
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512社・団体
  15自治体

2025年1月

経産、環境、農水

10団体
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CLOMA 運営体制

幹事会社
味の素株式会社、アミタ株式会社、イオン株式会社、ヴェオリア・ジェネッツ株式会社、SAPジャパン株式会社
株式会社エフピコ、王子ホールディングス株式会社、花王株式会社、株式会社カネカ、共栄社化学株式会社
ザ・パック株式会社、サラヤ株式会社、サントリーホールディングス株式会社、住友化学株式会社
株式会社セブン＆アイ・ホールディングス、全日本印刷工業組合連合会、大日本印刷株式会社、帝人フロンティア株式会社
東洋製罐グループホールディングス株式会社、TOPPAN株式会社、豊田通商株式会社、日清食品ホールディングス株式会社
株式会社ニップン、日本製紙株式会社、日本エヌ・ユー・エス株式会社、日本パレットレンタル株式会社、福助工業株式会社
三井物産株式会社、三菱ケミカル株式会社、ライオン株式会社、レンゴー株式会社

会 長 澤田 道隆         花王株式会社  
普及促進部会

部会長  森島 千佳         味の素株式会社  
副部会長 宮地 信幸         株式会社セブン＆アイ・ホールディングス
副部会長 金子 友昭         東洋製罐グループホールディングス株式会社

技術部会
部会長  八島 英彦         三菱ケミカル株式会社  
副部会長 西江 昌展         株式会社エフピコ
副部会長 杉野 光広         日本製紙株式会社 

国際連携部会
  部会長 藤原 正明        サントリーホールディングス株式会社
  副部会長 進藤 富三雄      王子ホールディングス株式会社
  副部会長 武岡 慶樹         株式会社カネカ

監 事 岡野 知道         ライオン株式会社



2050年までに容器包装等のプラスチック製品100%リサイクルを目指す

リニアエコノミー サーキュラーエコノミー

2022 ・・・2030 ・・・2050

トランジション

CLOMA 社会システム提案に向けた活動

様々なデータの蓄積
品質・量・コスト課題の把握

社会実装・制度化

Circular30by30

2030に再生材30％水平利用
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未来社会像



１．PET、PSについては既に高いリサイクル率を達成しているためいままでの活動を継続
今回のチャレンジではPE,PPを対象とする

２．バージンに代替しうる品質、コストの再生プラを80万トン（容器包装390万トン、除PET）調達する
・現状では、容リプラでのマテリサ再生品18万トンのみ（さらに要品質向上）

マテリサの歩留まり向上、ケミリサからのプラスチック製造で倍増に期待
・加えて、自治体およびリテーラー（SM23,000店舗、食品トレー回収店舗87％）の分別回収
・工場廃材の活用（生産加工ロス65万トン）にも期待

３．循環適合設計
・モノマテリアル、易分解、易洗浄、使用品質の幅を拡げる

社会システムイノベーションへのチャレンジ案
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2050年までにプラスチック製品100%リサイクルを目指す

2030年までに容器包装60%リサイクルを目指す

トリガーとして、容器包装に再生プラ30%を使用する

背景：容器包装は廃プラ全体の46％
目標：バージン量を低減させるため

再生プラ使用へ
※脱炭素にも寄与

課題：バージンに置き換えられる
品質、量、コストの
再生プラが現状は無い

海洋プラスチックごみ問題の解決
繋がっていないところを

Q:レベルの高い再生プラを得るためにはどうすればよいか？
A：大型実証テストで検証する

バージン
30％廻してみる

リサイクル



＜普及促進部会＞

サーキュラーエコノミーの実現向けたCLOMA運営

基
盤
活
動

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

ビジネスマッチング、シーズ・ニーズ・データベース、展示会

＜国際連携部会＞

＜技術部会＞ 技術交流会、技術セミナー、リサイクルデータ分析

・・・2050・・・2030

社会システムの
イノベーション/国際貢献

2050年までに容器包装等プラスチック製品100%リサイクルを目指す

20202019

設立 未来デザイン&Circular30by30アクションプラン

2023

国際団体ネットワーク、インドネシア協力WG

・KAWG2 マテリアルリサイクル率の向上
・KAWG3 ケミカルリサイクル技術の開発・社会実装
・KAWG4＆5 代替素材の開発・利用（紙、バイオプラ等）

CLOMA CITY

・KAWG6   未来デザインの具現化
・KAWG7   生活者コミュニケーションの推進
・KAWG8   DXプラットフォームの開発（SIP連携）
・全体KAWG 国・自治体との連携強化
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Forecast
Back cast



アジア各国から展開
インドネシア、ベトナム、フィリピン・・

インドネシア協力WG 2020～

インドネシア政府と合意
官民の団体NPAP窓口

環境適合設計
リサイクル技術／システム
代替素材
消費者啓発

国際的な団体やＮＧＯとのアライアンス
Plastics Europe, WBCSD, IUCN・・

～日本発のソリューション＝ジャパンモデルを世界に発信していく～

CLOMA 世界への社会システムの発信

AEPWと
戦略的包括提携

2021/3

プラスチック汚染対策の条約交渉INCへ貢献15



商品・サービスの売り込み

企業価値

A社

C社

C社

D社

B社

A社

ビジネスマッチング

新たなマーケット

自治体

生活者

CLOMA 活動を通してのビジネス創出

B社

D社
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社会への貢献

様々な共同プロジェクト

F社

E社



[2020]

59件
22

14

10

CLOMAを使ったビジネスマッチング事例

[2019年の結果］
情報交換 50件
研究開発 18

ビジネス検討 8

ビジネス化 6

17

種子
シート

[2021]

105件
30

11

20

[2023]

206件
35

14

43

[2022]

222件
41

16

35

CLOMA ビジネスマッチング・アライアンス実績



【容器包装設計の革新】
・物流・販売・ライフスタイルの変化への対応
・リサイクル視点、水平リサイクル優先
・中身とのバランスでの品質許容幅の拡大
・新素材・新構造の開発と応用

【マテリアルリサイクルの高度化】
・モノマテリアル化・添加剤の最適化
・複合材の分離技術
・高度な洗浄技術
・再生プラの利用促進（品質、量、コスト）

【ケミカルリサイクルの活用】
・食品等の汚れ、複合材への対応
・大規模処理に向けた石油コンビナートの活用
・マテリとのカスケード運用・最適バランス
・省エネルギー技術開発とLCA等による環境性評価
・社会の理解・投資促進（マスバランス活用）

【代替素材の開発利用】
・最大活用できる用途開発（農林業・漁業・災害用等）
・リサイクル方法の開発（バイオガス回収等含む）
・生分解性の評価
・CO2削減への貢献

【分別回収の高度化】
・多様な回収方法（店舗、コミュニティ、オフィス等）
・消費者の行動変容
・家庭系・事業系一廃、産廃の活用
・容器包装以外との連動（家電、車、アパレル等）
・DXプラットホーム（安心安全、需給マッチング、効率化）

【社会・グローバル展開への貢献】
・制度への提案（サーキュラーエコノミーへのトリガー等）
・循環価値創出（共有・受容、次世代教育・啓発）
・業界・自治体連携の推進
・ビジネス創出、市場拡大、国際競争力強化

CE実現のための検討ポイント詳細 動脈静脈連携
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CLOMAおよびCLOMAの活動を通じてのマッチングに加え、CLOMA会員が他の場で始めた活動も含む。

2020年までのCLOMAによるビジネスマッチング事例

北村化学産業
発泡バリアトレー

日本製紙
紙製バリア蓋材
シエルドプラス

プラ使用量40％削減

カネカ
海洋生分解性ポリマー
PHBH

セブンカフェでストロー使用

セブン＆アイ
セブンカフェ

生分解性プラのレジ袋

生分解性樹脂
マテルビ

凸版印刷
フィルム製造技術

2019→ 2020→
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北村化学
発泡バリアトレイ

日本製紙株式会社
紙製バリアシール材
SHIELDPLUS

凸版印刷株式会社
フィルム製造技術

GSIクレオス株式会社
生分解性樹脂
マテルビ

株式会社カネカ
海洋生分解性ポリマー
PHBH

セブン＆アイ・ホールディングス
セブンカフェ

東商ケミカル

東商ケミカル
日本におけるプラスチック製カトラ

リーの製造と販売

三菱化学株式会社
生分解性樹脂コンパウンド

フォルツェアTM

凸版印刷株式会社
高度な成形技術を駆使した「トッ
パンサステナブルパッケージ」の
開発を推進

日本製紙株式会社

日本製紙
バリア性とシール性を備えたセルロースナ
ノファイバー（CNF）コーティング・ステ
ンシルの提供

コーセー
"セキセイ "の使用済みプラス
チック容器回収プログラムの
開発

イオン
容器回収への協力 積水化学工業株式会社

分別されていない「廃棄
物」をエタノールに変える

住友化学株式会社
廃棄物」由来のエタノールからポリ
オレフィンを製造する技術を開発



2021年のCLOMAを活用したビジネスマッチング事例
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船場化成株式会社

吉本印刷株式会社

共同印刷株式会社
日本製紙株式会社



2021年のCLOMAを活用したビジネスマッチング事例
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神戸市

東京都



2021年のCLOMAを活用したビジネスマッチング事例
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2022年のCLOMAによるビジネスマッチング事例

中京ウシ株式会社
下島
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2022年のCLOMAによるビジネスマッチング事例

双日プラネット株式会社
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2022年のCLOMAによるビジネスマッチング事例

住友化学株式会社 日本製鋼所

住友化学株式会社 豊田通商株式会社 JGCホールディングス株式会社
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2022年のCLOMAによるビジネスマッチング事例

双日プラネット株式会社

日本製紙株式会社 サッポロビール（株

大倉工業株式会社

株式会社エフピ
コ 

東罐興業株式会社



27

2022年のCLOMAによるビジネスマッチング事例
日本製紙株式会社

日本製紙株式会社
吉本印刷株式会社

日本製紙株式会社
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2023年のCLOMAによるビジネスマッチング事例
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2023年のCLOMAによるビジネスマッチング事例
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2023年のCLOMAによるビジネスマッチング事例
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2023年のCLOMAによるビジネスマッチング事例
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2023年のCLOMAによるビジネスマッチング事例
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2023年のCLOMAによるビジネスマッチング事例
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CLOMAを使用したプロジェクトの代表例

神戸市、小売店、日用品メーカーやリサイクル業者が協力し、詰め替えパックの「水平リサイクル」を
目指す日本初のプロジェクトがスタートした。

「神戸プラスチックNEXT

-みんなでつなごう。詰め替えパックリサイクル"

10月1日（金）より神戸市内75ヶ所に回収ボックスが設置される。
リフィル・パック・リサイクルで得た利益は、市民の皆様に還元します。
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CLOMAを使用したプロジェクトの代表例
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